
〈希少野生動植物保護区の種類〉

➢ 管理地区：知事が、希少野生動植物保護区の区域内で県内希少野生動植物種の保護のために特に必要があると認める区域。（条例第20条第1項）

➢ 監視地区：希少野生動植物保護区の区域で管理地区の区域に属さない部分。（条例第21条第1項）

監視地区

管理地

区

管理地区

建築等の行為の際

知事の許可が必要

監視地区

建築等の行為の際

知事への届出が必要

違反した場合

1年以下の拘禁刑

又は

50万円以下の罰金

30万円以下の罰金

〈区域内で制限される行為〉
1. 建築物等の新築、改築、増築

2. 宅地造成等の土地の形質の変更

3. 鉱物の採掘、土石の採取

4. 水面の埋め立て、干拓

5. 河川、湖沼等の水位、水量の変更

6. 木竹の伐採

7. 県内希少野生動植物種の生育等に必要な動植物の捕獲等

8. 湖沼、湿原等への汚水排出

9. 車馬の使用、航空機の着陸

10. 7以外の野生動植物の捕獲等

11. 県内希少野生動植物種の生育等に支障を及ぼす動植物の植栽等

12. 県内希少野生動植物種の生育等に支障を及ぼす物質の散布

13. 火入れ、焚火

14. 県内希少野生動植物種の生育等に支障を及ぼすおそれのある方法による県内希少野生動植物種の観察

※10～14は指定された区域・期間内に限る

※災害対応や規則で定める場合の除外規定あり

※違反した場合の罰則規定あり

監視地区で

1～5の行為を

する際は知事へ

の届出が必要

管理地区で

1～14の行為を

する際は知事の

許可が必要

別紙２


